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       論文の内容の要旨 

 
論文題目   技術経営方法論の体系化 
氏名     山本尚利 
 
 
 筆者は 1986 年に SRI インターナショナル（スタンフォード大学からスピンオフした国際

シンクタンク）に所属して以来、今日まで 20 年近く技術経営（MOT：Management of 
Technology）を専門としてきた。本論文は、その過去から現在に至る技術経営研究の集大

成である。 
 
論文の目的： 
 本論文の目的は、SRI の開発した技術経営方法論を筆者が 20 年間に渡って、改良し、発

展させてきたものを体系化し、今後の日本における技術経営論の体系化研究の礎(いしずえ)
とすることである。 
 
論文のフォーカスエリア： 
 技術経営は工学と経営学の融合分野であり、極めて広範囲の概念である。本論文では、

1960 年代より SRI（1970 年までスタンフォード大学付属研究所）にて開発されてきた技術

経営の方法論（メソドロジー）を筆者がさらに発展させ、筆者独自の技術経営論として、

その体系化を試みたものである。 
 
論文の構成と要旨： 
 本論文の構成と要旨は以下のとおりである。 
 
序章：研究の目的とフレームワーク 

本論文の研究目的とフレームワークを明示している。本論文で詳述する４つの技術経営

方法論、（１）技術経営ベンチマーキング、（２）シナリオ・プラニング、（３）技術評価法

（デシジョンアナリシス含む）および（４）技術ナレッジマネジメントが技術経営論全体

でどのような位置づけとなるかを示している。また本論文は、筆者が 1991 年より 93 年に

かけて著した技術経営論の三部作、『テクノロジーマネジメント』、『中長期技術戦略プラン

ニング・ガイド』、『技術投資評価法』を参考論文にして、90 年代半ばから 21 世紀初頭にか

けて、さらに発展させた研究内容となっている。 
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２章：技術経営論の先行研究レビュー 
 過去、技術経営論という専門領域は日本に明確には存在せず、技術経営方法論に関して

豊富な先行研究が存在するとは言えない。そこで、２章では、日本および米国などで、技

術経営方法論に限らず、技術経営全般に関してどのような取り組みが行われてきたかを包

括的にレビューしている。 
 
３章 技術経営概論 
 筆者は、日本企業(石川島播磨重工業)に 16 年、米国の SRI に 16 年半所属していたので、

企業の技術経営に関して、日米両方の視点を備えている。３章では、日米両方の視点から、

技術経営とは何か、また、その課題は何かについて包括的に議論している。そして、本論

文の主題である技術経営方法論について筆者の考え方を論じている。 
 
４章 技術経営方法論その１：技術経営ベンチマーキングの体系化 
 SRI が 90 年代初頭から半ばにかけて実施した、日米欧の技術経営国際調査と日米欧の

MOT 専門家のアドバイスに基づき開発した技術経営ベンチマーキング手法に関して論じ

ている。なお、筆者は SRI の技術経営国際調査および技術経営ベンチマーク手法の開発に

関与した。４章では、その開発成果に基づいて、技術経営関係者向けに技術経営ベンチマ

ーキングを技術経営方法論のひとつとして筆者が独自に体系化している。 
 
５章 技術経営方法論その２：技術戦略シナリオ・プラニングの体系化 
 ５章では、SRI が 1960 年代から 80 年代にかけて開発したシナリオ・プラニング手法の、

技術戦略や新製品コンセプト創造などへの応用事例について論じている。筆者は SRI の技

術経営コンサルタントとして、上記のシナリオ・プラニング手法を日本企業向けコンサル

ティング･プロジェクトにて応用してきたが、５章では、その経験を通じて得た技術戦略ノ

ウハウに基づいて、技術戦略シナリオ・プラニングを技術経営関係者向けの技術経営方法

論のひとつとして体系化している。 
 
６章 技術経営方法論その３：技術評価法の体系化 
 ６章は、SRI が技術経営コンサルティングに応用していた技術評価法および、技術投資

の際に求められるデシジョン・アナリシス（戦略意思決定）の手法について論じている。  
６章も５章と同様に、筆者の技術経営コンサルティング経験から得られた技術投資評価

ノウハウに基づいて、技術評価法を技術経営関係者向けの技術経営方法論のひとつとして

体系化している。 
 なお６章では SRI の技術評価法をさらに発展させた、技術評価のコンピュータ支援シス

テムについても合わせて論じている。この技術評価システムは将来の技術経営方法論の研

究テーマへの礎（いしずえ）となることが期待される。 
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７章 技術経営方法論その４：技術ナレッジマネジメントの体系化 
 ７章は、筆者が 90 年代後半から 2000 年代初頭にかけて試みた技術経営とナレッジマネ

ジメントの統合化コンセプト、すなわち技術ナレッジマネジメント（TKM）について論じ

ている。インターネット･インフラの整備に伴い、技術経営実践の現場における知的生産性

を大幅に上昇させることができるようになった。７章では、TKM のあるべき姿を提起して

いる。なお、TKM は、インターネットの普及とともに生まれた先進的技術経営方法論とし

て位置づけられる。 
 
終章  技術経営方法論の発展性 
 最終章では、本論文において取り上げた４つの主要な技術経営方法論を礎（いしずえ）

にして、今後の技術経営論の研究の発展性と、その方向性について示唆を与えている。 
 具体的には、技術経営方法論をいかに新事業創造に応用していくかについて、事業戦略

の観点から問題提起している。その秘訣は、技術経営方法論に、技術要素のみならず、非

技術要素（経営、政治、経済、社会、文化、歴史など）を織り込むことであると結論して

いる。そして非技術要素を考慮した日本発の新しい技術経営体系を構築すべきと提言して

いる。 
 
以上 
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